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専 門 水文気象学、環境防災学

略 歴

2003年 東京大学大学院工学系研究科社会基盤工学専攻修了（工学博士）
2000-2003年 日本学術振興会特別研究員（DC1）
2003-2004年 国立環境研究所大気圏環境研究領域 ポスドクフェロー
2004年 防災科学技術研究所総合防災研究部門 任期付研究員
2009-2010年 防災科学技術研究所 在外研究員（米国コロラド大学 研究員）
2011-2019 防災科学技術研究所社会防災システム研究部門 主任研究員
2019-2020 防災科学技術研究所マルチハザードリスク評価研究部門 主幹研究員
2019- 筑波大学システム情報系構造エネルギー工学域 准教授

最近の主な研究活動

研究：気候変動適応技術社会実装プログラム（SI-CAT）、Session Co-chair
（JpGU, AOGS, ICRC-CORDEX2019）
教育：工学システム学類3年クラス担任、大学院入試委員、インターンシップ委員、

講義（力学総論、工学者のための倫理、環境流体工学特論等）、実習・セミナー（応
用実験、大学院セミナー等）

主要論文等

Dairaku and Emori, GRL, 2006; 大楽・平野, 土木学会論文集, 2013; 
Tsunematsu, Dairaku, Hirano, JGR, 2013; Nayak and Dairaku, Clim Dyn, 
2017 etc.

所属学会

American Geophysical Union (AGU), Asia Oceania Geosciences Society 
(AOGS), European Geophysical Union (EGU), 日本地球惑星科学連合
(JpGU), 水文・水資源学会, 土木学会, 日本気象学会

備 考
日本学術会議小委員会委員、CORDEXアジア統計ダウンスケーリング グループ
リーダー、埼玉県環境科学国際センター客員研究員

ふ り が な 顔写真
（任意）

https://trios.tsukuba.ac.jp/researcher/4256



気候変動のハザード・リスク

気候変動リスクとそれを構成する要素（IPCC（2014）に基づき作成）



4

ポイント
 気候変動による⾵⽔害ハザード・リスク評価技術の開発。
 地域気候シミュレーション技術の開発。
 ⼤規模気候シナリオ情報（ビッグデータ）の確率的評価⼿法の開発。

レジリエントな社会基盤作りには、予防（Mitigation）、対応（response）、回復
（recovery）という異なる段階、時間・空間スケールでの防災基盤技術の研究が必要である。
気候変動と⼈⼝減少等の社会経済変動の同時進⾏は、都市や中⼭間地の⽣活にどのような
影響をもたらすか︖レジリエンス社会をどう構築するか︖という問いに対して、以下の研究を⾏って
いる。
１．⽇本・アジア地域での時空間的に包括的で整合的な信頼できる基盤的な⼤規模アンサン
ブル地域気候ハザード情報の創出・⾼度化（ビッグデータ解析）。
２．気候変動に対して脆弱な⼩地域（都市や沿岸、農地等）を対象に複数の⼒学的・統計
的ダウンスケーリング⼿法の適切な組み合わせによる付加価値について相互⽐較評価・メカニズ
ムの理解。
３．安⼼・安全な都市形成に向けた⽔害ハザードと経済モデルを組み合わせた確率的リスク評
価モデルの開発・評価。
⼈間社会も含めた⽔循環システム・気候システムの数値モデリングや⾼度統計科学⼿法を基盤
的技術として、基盤的地域気候シナリオ情報に基づく、地域のレジリエンス向上につながる意思
決定や⾏動誘発の⽀援・実現へ貢献する。

概要

気候変動による⾵⽔害ハザード・リスク評価
⼤楽浩司

筑波⼤学システム情報系 准教授



高解像度大規模アンサンブル地域気候基盤情報に関する研究

地域詳細な気候変動ハザード・リスク
評価の基盤的シミュレーション技術

シミュレーション技術を基盤的コア技術として、
様々な共同研究・外部資金プロジェクトを実施

超高解像度地域気候
ハザード情報の創出

地域気候大規模アンサンブ
ルハザード情報の創出

水害統計GIS
データベースシステム

確率的水害
リスク評価手法

世帯や土地利用変化等
の社会経済シナリオを考慮

確率的地域気候
ハザード情報の創出

確率的水害リスク評価

モデル自治体

気候ハザード・リス
ク情報の現場利用
のプロセスに関する
ベストプラクティスの
提供

米国コロラド大学・コロラド
州立大学との共同研究
（日米地球環境リエゾン）

気象研究所・JAMSTEC・
東北大学との４者共同研究

地域展開・国際展開・社会実装

CORDEX Asia ESD（グループ代表：大楽）

DIAS等の情報プラットフォーム、コ
ンソーシアムなどへ基盤情報の提
供。ステークホルダーと研究開発
を共同実施し、リスク管理を支援。

H27-H31

H24-H28

H22-H26

H28-現在

H18-現在
H28-H31

(Ishizaki et al., 2017)

(e.g.,大楽ら,
2015)

・民間企業2社と研究契約（有償）



Multi-model ensemble experiment
• Ensemble downscaling experiment by multi-

regional climate models to investigate the 
range of structural uncertainty

e.g., Iizumi et al., JGR 2011,  Ishizaki et al., JMSJ, 2012, 2012b, Iizuka, Dairaku et al., JMSJ, 2012, Iizumi et al., 
JGR, 2012, Sasaki et al., JMSJ, 2012, Tsunematsu et al., JGR, 2013; Nayak, Dairaku, HRL, 2017; Nayak, 
Dairaku et al., Clim. Dyn. 2017; Suzuki-Parker et al., SOLA, 2018
CORDEX-EA(RMIP)： Tang et al., Int. J. Clim., 2016; Li et al., Int. J. Clim., 2016, Niu et al., Int. J. Clim., 2017.



CORDEX Asia Empirical-Statistical downscaling (ESD)  group 
Current Members of CORDEX Asia-ESD group

Group Leader: Koji Dairaku (NIED, JAPAN)
China: Ailikun (Co-chair: ITP/CAS), Lianhua Zhu 

(NUIST), Lijun Fan (IAP/CAS)
India: Ashwini Kulkarni (IITM)
Indonesia: Ardhasena Sopaheluwakan (BMKG), 

Muhammad Ridho Syahputra (ITB)
Japan: M. Nishimori (NIAES), N. Endo (NIAES), 

A. Yatagai (APHRODITE-2, Hirosaki Univ.)
Korea: Hyunhan Kwon (Chonbuk Nati. Univ.)
Malaysia: Liew Juneng (Malaysia National Univ.),  

Ester Salimun (Univ. of Malaysia)
Pakistan: Nuzba Shaheen, Shaukat Ali (GCISC)
Philippines: Francia B. Avila (Ateneo de Davao Univ.)
Singapore: Bertrand Timbal (CCRS)
Sweden: Iréne Lake (SMHI)
Taiwan: Cheng-Ta Chen (NTNU), Chao-Tzuen 

Cheng, (NCDR)
Thailand: Jerasorn Santisirisomboon 

(Ramkhamhaeng Univ.), Chakrit Chotamonsak 
(Chiang Mai Univ.)

Vietnam: Quang Dinh (VNCWE) 

• Integrating the science and application of downscaling activities in Asia (EA,SEA,SA 
etc.) to provide regional climate information and service for risk assessment and 
IPCC AR6.

• Case studies of inter-comparison of multi-ESD methods in small domain and a 
common benchmark for investigating uncertainty of regional climate scenarios.

(e.g., APN project in South Asia(Dr. Ali); Ali et al., 2019; Ali et al., under review)



民間企業との協働

金融安定理事
会（FSB)による
気候関連財務
情報開示タスク
フォース
（TCFD)の提言
に沿った情報開
示を支援する
サービスを開
発・提供

(日経産業新聞, 2020/10/22)



研究室概要
 2019年4月からスタートした研究室。
 研究室メンバー

博士後期課程3名（国費留学生：インド、パキスタン、
エチオピア）、博士前期課程1名、学部生2名。
10月から外国人研究生2名がメンバーに加わる予定。

 週1回程度の研究室ゼミ
 学生居室は、京藤研究室、武若研究室、白川

研究室と共同。
 博士前期・後期課程への進学希望者大歓迎。
 研究テーマは、自主性を尊重しつつ、個別面談

にて発展的な最先端課題を設定。
 研究室進学希望者は要面談。メールで連絡。


